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    令和 3年９月２５日発行 （第 13３号）        
本お知らせは、名古屋市に避難されてきた方に役立つ情報をお伝えするため、 

隔月 25 日に発行しています。みなさんのご意見･ご感想をお待ちしています。 

   

 

   

 
 

 
 
 
 
   

 

  

 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

「革工芸の会」 
 
革細工(レザークラフト)をボランティアさんに教えてもらいながら行います 

 
日時：令和３年 9月 28日 10月９日・２６日 火曜日 １０時３０分～１２時  
会場：名古屋市総合福祉会館６階 録音編集室 

 （北区清水四丁目 17-1 北区役所内）  
持ち物：はさみ(よく切れるもの)､あればラジオペンチ 

材料費：1回５００円～(実費相当) 

東京オリンピック・パラリンピックが閉幕しました。選手のみなさんの活躍は、私たちに勇気と

感動を与えてくれたのではないでしょうか。その熱気も落ち着き、過ごしやすい気温が秋の訪れ

を感じさせてくれます。朝晩は肌寒さすら感じますね。 

残念ながら今年も全国各地で水害が発生しています。いつかは名古屋にもやってきます。あら

ためてコロナへの備えと災害への備えは欠かさないようにしましょう！ 

 

名古屋って、あったかくて  

いいまちだなぁ。 

ブレスレットと 

ブローチが 

出来上がりました。 

夏のジメジメした蒸し暑さも収まり、これからはからりとした秋晴れの日が多くなりますね。過ご

しやすくなる一方で、この時季、体調を崩される方も多いのではないでしょうか。寒暖差の激し

い時季は、風邪をひきやすいので注意が必要です。今回はそんなときに食べるといい秋のフル

ーツについてご紹介します。 

東洋医学では肺の乾燥により、風邪が流行ると考えられています。肺はとてもデリケートで乾

燥に弱く傷つきやすいです。つまり、冬に向かってますます乾燥する空気は大敵です。今の時

期からしっかり乾燥対策を始めましょう。 

そこでおすすめは、秋のフルーツの代表格、梨と柿です。梨も柿も、薬膳ではうるおいを与え

て咳を止める力があるとされているフルーツ。みずみずしい果汁によって呼吸器粘膜を潤しててく

れます。 

梨は、水分をたっぷり含んでいることからもわかるように、潤いを補うパワー 

が抜群。のどが乾燥してイガイガするときは、ハチミツをかけて 

食べるのがおすすめです。 

一方、柿は、口内炎やお酒の飲み過ぎのときにいいと 

されています。生で食べれば咳止めや乾燥対策に、干し 

柿なら、下痢止めにもいいと伝えられています。 

冬の乾燥から肺を守るのに、秋のフルーツが有効とは 

うれしいかぎり。おいしい時季でもありますから、毎日 

食べて、乾燥から大事な身体を守りましょう。 

お引越をされる方へ 
引越をされる場合、区役所の市民
課等で手続きをされると思います
が、被災者登録に関しては、区
役所総務課での手続きが必要で
すので、お忘れないようお願いい

たします。 


